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役割と責務
補償実施の適用承認

  会員に対する貯玉債務の返済は、あくまでも経営法人による自己返済を基本としています。

   しかし、倒産等の事由で｢加盟ホールの経営法人等による会員への貯玉債務の自己返済が不能で

ある｣と貯玉補償基金理事会が判断した場合に、当基金による補償実施の適用を承認します。

補償の上限、上限超会員への対応と補償方法

  補償実施時には、「1人あたり加盟ホールごとに、貯玉25万個、貯メダル5万枚」の補償上限が適用

されます。当基金といたしましても、加盟ホールと協力して、補償上限超会員の解消に向けて取り組ん

でおります。

  また、当基金が実施する補償は、風営法施行規則第36条第3項を遵守した賞品（カタログ掲載商品

又は一般雑貨など）でおこないます。

貯玉の保有状況

   貯玉補償基金加盟店の平成 30 年 9 月末の貯玉保有状況の集計結果を報告します。

貯玉補償基金加盟店数

貯玉／貯メダル保有会員

貯玉総額（貸玉金額換算）

貯メダル総額（貸メダル金額換算）

総 合 計

                       ６，５５３店

約２，８２１万人

約５４３億円

約５８４億円

約１，１２７億円

補償実施報告

   平成３０年８月開催の理事会にて補償適用承認を受けた３ホールの貯玉補償を実施しました。

　　　＜平成３０年９月実施＞

　　　　　①有限会社東興（くつろぎ：岩手県盛岡市）　

　　　＜平成３０年１０月実施＞

　　　　　①有限会社ピーポイント（ピーポイント：愛知県名古屋市）

          ②株式会社ドラゴンエイト（グランドピース入善：富山県下新川郡）

  貯玉補償基金は、加盟ホールが倒産等の事由により会員の貯玉／貯メ

ダルの賞品交換が不能になった場合、加盟ホールに代わって会員への補償

を行います。

  ただし、この補償の実施にもいくつかの制限事項があります。


